
  

  

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

各県協総会から全国交流集会（中間総括の場）にむけて 
現地実行委員会事務局長 近藤 泰夫 

  

◆関東ブロックの各県協は、昨年末から今年に

かけて総会・旗開きを開催し全国交流に向けて

準備を進めてきています。特徴的には県協ニュ

ース・通信の発行が確立してきています。各行

事に参加できない仲間にも丁寧な報告で、共通

認識つくりに努めています。 

◆埼玉県協は、１２月の総会で、参加者全員の

発言があり、高田会長と小林専従を軸に健康第

一を基本として、第一学習会を闘いの砦に頑張

ってきています。１月の旗開きで、各班の出し

物とご馳走の中、交流が深まり、全国交流集会

にむけた勢いが強まりました。 

◆茨城県協は、１２月の総会で、ニュースの発

行を確認し、「いばらき県協通信」が、年明け

発行となりました。その紙面で、このところ健

康を害している海野会長から、「無理しない生

活」を提起されています。難しいことですが、

個人の問題にしない見直しの討論を大切に組

織的な取り組みが確認されました。 

◆山梨県協は、１月の総会・旗開きで、参加者

全員の発言と交流で盛り上がりました。特徴的

には峡東地区の青年の成長と甲府地区のシニ

ア世代の頑張りが感じられます。「友の会はフ

レンドリーで、今の社会にぴったし」と評価す

る S さんは、４月甲府市で開催の関東ブロック

女性講座の問題提起を引き受けていただきま

した。 

◆群馬県協は、１２月の総会で、会員ひとりひ

とりが個人方針と月刊まなぶの拡大リストア

ップを明示し、お互いに点検しあう具体的活動

が提起されました。全国交流集会の地元として、

全国の仲間の皆さんに少しでも参加してよか

ったと思われるよう団結を強化していきます。 

◆神奈川県協は、県協ニュースの発行で会員に

県協・関東ブロック・全国の情勢を周知してき

ました。最近では、個人方針も出され学習会で

の討論を課題としています。全国交流集会の取

り組みも実行委員会に積極的に参加していま

す。 

◆千葉県協は、新春旗開きの成功から年間方

針・年間活動計画を軸に、四役会議では『社会

を変える、自分を変える』の学習と働き方・生

活・健康の見直しのメモ化の相互討論を中心に

取り組んでいます。全国の仲間と交流を！ 
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第２３回労働大学まなぶ友の会 

全国交流集会現地実行委員会 
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第２３回全国交流集会開催要項  

開催日時  2018 年 5 月 19 日(土)13 時

～20日(日)12 時まで 

開催会場  水上温泉 水上ホテル聚楽 

 

参加費（案） 15,000 円(1 泊 2 食、資料代含む) 

水上集会を成功に導こうと真剣に話し合う関東の仲間たち 



 

 

統一戦線のうた 
詩：ベルトルト・ブレヒト  

訳：石黒英男   

曲：ハンス・アイスラー 

 1933 年 2 月、国会放火事件を契機としてナチは公然たるテ

ロ独裁を開始した。 

亡命者の文化活動家たちは国際革命演劇同盟に結集し、反

ファシズムの統一戦線を結成しようとしてつくられた歌で

す。 

リメンバー 
  

詞：なかにし礼  

曲：鈴木キサブロー 

「世界が平和になるために 1 つの歌をつくりたい。私の声が

あるうちに」。戦争と核兵器のない未来を希求するメッセージ

ソング「リメンバー」は声楽家・佐藤しのぶさんの決意から

生まれた。その思いを受け止めて詞をつくったのが、なかに

し礼さんだ。 

合唱団課題曲の紹介・練習風景 

労働者文化の ホップ  ステップ  ジャンプ 

水上ホテル聚楽へのアクセス（時間に余裕をもってきてね！） 

・・・・  
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